
日本英語学会第２８回大会  

ワークショッププログラム  

２０１０年１１月１３日（土）９時３０分から１１時４５分まで 

日本大学 文理学部 
 
（ワークショップ） 
第１室 “An Introductory Teach-in on New Word Grammar” (E)         （３号館 3410教室） 

責任者：Kensei Sugayama (Kyoto Prefectural University) 

司会者：Kensei Sugayama (Kyoto Prefectural University) 
発表者：Richard Hudson (University College London) 
 “A Brief Introduction to NWG” 

発表者：Kensei Sugayama (Kyoto Prefectural University) 
 “WG and NWG: A Contrastive Introduction” 

発表者：Andrew Rosta (University of Central Lancashire) 
 “Structural and Distributional Heads” 

発表者：Nikolas Gisborne (University of Edinburgh) 
 “The Event Structure of Perception Verbs: A Word Grammar 

Account” 

発表者：Takafumi Maekawa (Hokusei Gakuen University Junior College) 
 “Heads, Parents and Selectors” 

発表者：Taiki Yoshimura (Osaka University/Kyoto Prefectural University) 
 “On the Pronominal Clitic in Uzbek: A Word Grammar 

Account” 

発表者：Mitsukazu Nakanishi (Osaka University) 
 “How NWG Explains Metaphorical Uses of English: A Case 

of English Epistemic be-ing Construction” 

（詳細はhttp://www.asahi-net.or.jp/~sp4k-sgym/elsj/2010elsj-w/elsj2010.htm （available after 16th September 
2010)） 

 

第２室「英語学から見た児童英語」                    （３号館 3408 教室） 
責任者：神谷 昇（神田外語大学） 

司会者：神谷 昇（神田外語大学） 

発表者：長谷部郁子（筑波大学非常勤講師） 「児童用英語テキストにおける動詞の項構造と文型」 
発表者：町田なほみ（神田外語大学言語科学研究センター非常勤研究員） 

                    「児童用英語テキストで扱われる機能語」 

発表者：神谷 昇（神田外語大学）    「児童用英語テキストに見られる構文」 
発表者：長谷川信子（神田外語大学）   「言語体系から見た児童英語」 
 

第３室「迂言と縮約と日英語の差異」                   （３号館 3503 教室） 
責任者：西田光一（東北大学） 

司会者：西田光一（東北大学）       

発表者：西田光一 （東北大学）       「日本語における自称と呼称を反映した照応」 
発表者：金谷 優（神田外語大学）    「複文といいさし文から見る日英語の語用論的原理」 



発表者：草山 学（高崎健康福祉大学）  「結果構文から見る日英語の縮約型表現」 

発表者：今野弘章（和光大学）      「機能範疇の有無と伝達意図の有無の相関」 
コメンテータ：山口治彦（神戸市外国語大学） 
 

第４室「線的情報と構造及び運用体系」                   （３号館 3505 教室）

責任者：時崎久夫（札幌大学） 

司会者：時崎久夫（札幌大学） 

発表者：時崎久夫（札幌大学）      「形態統語構造の構築・解析と線形情報」 
発表者：塩原佳世乃（文京学院大学）     「音から見る統語と線形情報の有用性」 

発表者：那須川訓也（東北学院大学）     「音韻部門における線形情報の余剰性」 

（詳細は http://linearinfo.blog27.fc2.com/）  

 

第５室「若手研究者論文投稿支援ワークショップ― 査読者のコメントをどう生かすか ―」         

                                     （３号館3507教室） 

責任者：酒井  弘（広島大学） 

司会者：酒井  弘（広島大学） 
発表者：伊藤たかね（東京大学）    「論文投稿を成功させるために―査読者の立場から―」 

発表者：宮本陽一（大阪大学）     「論文投稿を成功させるために―査読者の立場から―」 

発表者：岡部玲子（日本大学）     「論文投稿を成功させるために―投稿者の立場から―」 
発表者：小畑美貴（三重大学）     「論文投稿を成功させるために―投稿者の立場から―」 

発表者：山口京子（東京大学大学院）  「論文投稿を成功させるために―投稿者の立場から―」 
 

（スチューデント・ワークショップ） 

第６室 「会話と語りにみられる言語使用と文化の相関関係―日英語対照研究―」 （３号館 3407 教室） 

責任者：田村奈央（日本女子大学大学院） 
司会者：町沙恵子 （川村学園女子大学他 非常勤講師） 

発表者：川副理美（日本女子大学大学院） 「日英語母語話者は誰かに物事を伝える際、話をどのよ

うに捉え、どのように語るのか」 
発表者：田村奈央（日本女子大学大学院）   「日英語会話における丁寧表現の変化とコンテクスト 

展開」 

発表者：行川満里恵（日本女子大学大学院）  「日英語会話におけるオーバーラッピング－発生理由・

場所－」 

発表者：工藤貴恵（日本女子大学大学院）   「話者間の共有情報とトピック構造」 

発表者：小林かおり（日本女子大学大学院） 「日英語会話における言語的・非言語的バックチャネル

の発生状況と使い分け」 
 

第７室「コーパスを用いた構文研究の新展開」                （３号館 3508 教室） 

責任者：中村文紀（慶應義塾大学大学院）            

司会者：井上逸兵（慶應義塾大学） 

発表者：吉川正人（慶應義塾大学大学院） 「構文研究におけるコーパス利用の理論：方法論を超え

て」 

発表者：中村文紀（慶應義塾大学大学院） 「コーパスを用いた中間構文研究：他動詞構文との比較



を通して」 

発表者：野中大輔（慶應義塾大学大学院）  「穴あけ構文に生起する動詞」 
発表者：伊澤宜仁（慶應義塾大学大学院）  「新規表現の生起と機能：発話コーパスにおける用例 

  から」 

 

＊ ハンドアウトは各企画責任者が発表会場に用意します。部数には限りがありますので予め御了承下 

  さい。 

＊ 各ワークショップ会場の詳細につきましては，「大会資料・プログラム」をご覧ください。 


